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地質調査所およびNEDOが実施した広域空中磁気探

査のデータについてデータベース構築を進めている.

データベースの構築にあたっては,利用座標系の変

換･データファイルフォーマットの統ーとともに,多

年にわたる個別の調査で採用している基準磁場の経年

変化等の影響を除去するため,データの再基準化が必

要である.この再基準化を正確に行うためには,オー

ストラリアでTarlowski et a1. (1996)が実施したように,

短期間のうちに全区域を大雑把に再調査するコントロ

ール測線デ山夕取得が望まれる.そかし,それに要す

る費用は安くはなく,多分,少なくとも目先の費用対

効果で見て高い位置づけが得られないため,実現して

いない.また,従来の空中磁気データの広域編集作業

では,磁気異常分布の大局を表現する目的で, 『探査

領域の境界付近では不一致が生じるため磁気レベルを

一致させるよう』上方接続操作と傾向面除去の処理が

行われている.

現在の広域空中磁気データベース構築では,上記の

コントロールデータ取得がない条件下で,元の調査デ

ータの分解能を極力維持する方向で進めている.傾向

面に関しては,残差計算の基準となる標準磁場につい

て,調査時点の予測値の位置づけをもつ狭義のIGRFが

使われているものを,確定版IGRFであるDGRFを用

いて再計算することにより,調査区域相互の不連続が

改善されることは,すでに報告した(中塚, 2001) .

現在のところ, NEDOの全国地熱資源総合調査(第ー

次)のいわゆるキュリー点法(新エネルギー総合開発機

構地熱調査部地熱調査第二課, 1984)の成果データに

ついて,新エネルギー･産業技術総合開発機構の了解

を得た上で,使用測地座標系の変換･データフォーマ

ットの統一･ DGRFによる残差再計算の作業を終えて

おり,再基準化の方策を模索中である.

今回の発表では,再基準化の処理を終えていないが,

陰影図を併用した図化表現で,全国の空中磁気データ

の詳細パターンが把握できるものができたので,ポス

ターとして発表する.この図では,調査区域ごとのレ

ベル誤差が残存しているが,上方接続等のフィルター

処理を行わず,もとの調査データの分解能に極めて近

いレベルの表現力をもっており,極めて興味深い磁気

異常パターンが読み取れる.このデータは,探査の測

線データを再処理したわけではないので,ごくー部に

調査の時点の何らかの誤差による磁気異常分布の歪が

混入したものはそのまま残されており,陰影図表現で

それが顕在化した面がある.

今回の図化に際しては,末尾に記した各データにつ

いて,座標変換に伴う再グリッド化等における誤差に

配慮して,すべて200mの格子間隔のデータに変換した

上で処理を行った.この論文集では,大縮尺図･カラ

ー図を収容できないので,全般的なデータ状況の把握

の参考程度のものを示すにとどめる.
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使用データ

◆GSJ旧処理形式データ(23地域) :測線位置データ

は未だディジタル化されていない.残差格子デ山夕

は手書きコンター図から1kmメッシュで読み取られ

ている.

◆GSJ新処理形式データ(29地域) :測線と残差格子

のデータがディジタルファイルとして存在.残差格

229



子データの格子間隔は200m (ごく一部は100～25m)･

ー部,国際協力事業団(JICA)の集団研修事業のー環

として実施されたものを含む.

◆NEDOキュリー点法データ(九州,東北,北海道,

中部,東北南部･関東および東海,中国･四国の5

地域) :測線と残差格子のデータがディジタルファ

イルとして存在.残差格子データの格子間隔は500m

(九州のみ508m)である.
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なお, GSJ調査の地域名略称と出版磁気図名のー覧は,

引用文献の中塚(2001)に記載がある.
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探査測線(探査区域)の配置状況



231



232


